
災害 時 にお け る非 常用 電 源 の確 保 の充 実 につ い て

日 的

大 地震 や 突発 的 な 事故等 に よ る大 規模 停 電 が発 生 した場合 に は 、

庁 舎 新 館 の地 下 に 設置 して あ る非 常 用 発電 機 が発 動 し、非 常 熙 明や

一
部 のエ レベ ー ター 、電 話 交換機 、 各 種 警 報 装 置 、 消火 栓 、 揚 水 ・

排 水 ポ ンプ な どに必 要 な電 力 を約 3 0 時 間供 給 で き る仕 組 み に な っ

て い る。 しか し、 この非 常 用 発 電 機 が何 らか の理 由 で稼働 で きな い

場 合 で も、災章 対 策 本 部活 動 の 中 で最 も重 要 な被 害 情 報 の収 集 や 伝

達 、 指 示 な どを行 うこ とが可 能 な 電 力 を確 保 す る こ とを 目的 とす る。

整 備 内容

新 館 崖 上 に発 電 機 5 台 を設 置 し、 こ の 発 電 機 か ら 5 階 の 事 務 室 、

庁 議 室 ( 災害 対 策 本 部 長 室 ) 及 び 7 階 の 会 議 室 ( 情報 通 信 室 ) 内 の

照 明 、 電 話 、 テ レ ビ、 パ ソ コ ン 、 プ リン タ ー 、 印刷 機 な どに 電 源 を

供 給 す る仕 組 み を 構 築 す る。

効  果

応 急 対 策 を協 議 す る本 部 長 室 等 の 照 明 を確 保 す る と と もに、 防 災

行 政 無 線 を使 った L X ~ 民へ の広 報 、東 京都 。地 区セ ン ター ・学 校 ・警

察 ・消 防 な どの 防 災 関係 機 関等 との連 絡 や 情 報 交換 、被 害情 報 の集

言| ちや 報 告、資料 の 作 成 な どが 可能 に な る。 レイ ア ウ トは別 紙 を参 照 。

概 算 経 費

約 5 2 0 万 円 ( 予備 費 で対応 )

内訳  配 線 工事 費  2 8 0 万 円 、 照 明器 具

発電機 5 台  1 3 0 万 円

1 1 0 万 円 、

整 備 時 期

9 月 中。
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